
2024年度PTA活動休⽌のご��

これまでの活動を振り返り、現状を十分に検討した結果、活動を休止することで、新たな視点を得る機会
を設けることが重要であると判断いたしました。これは、学校コミュニティ全体の長期的な活動について
考慮したものであり、私たちPTAの目的や存在意義に対する真剣な検討の結果となります。

活動を休止することで、私たちは以下のような利点を期待しております：
再編成の機会: 活動休止期間中に、PTAの目標や方針を見直し、新たな方向性を見出す機会を得るこ
とができます。

1.

保護者のリフレッシュ: 活動休止により、保護者はPTA活動から一度解放され、新たなエネルギーを
充填する時間を得ることができます。

2.

学校コミュニティとの関係強化: 活動休止中に、学校コミュニティとの協力関係を強化するため保護
者の新しいアプローチやパートナーシップを模索する機会が生まれます。

3.

活動計画の改善: 保護者として子どもたちの学校教育にどのように関りが持てるのか、今一度立ち止
まって考える機会ととらえ、新しい学校と保護者の活動を生み出すきっかけとなります。

4.

新たなチームを創る: 「やらされる」「やらなければならない」から、「やろう」、5.
　「やりたい」と協力しあえる大人の集まりが創出機会となります。

PTAの活動休止に関しては、皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。保護者の皆様に
おかれましては引き続き、学校コミュニティの発展と繁栄に尽力するために努力を賜りたく存じます。

PTA活動の休止に至る背景と理由

背景　
2023年度役員選出の際、保護者の中から現行選出制度に対しご意見を頂戴したことを機に選出方法を見
直し検討、これまでのくじ引き制度をなくし立候補のみの選出制度へ変更しました。
保護者の皆様へアンケート調査を行い、「役員はできないが、お手伝いはしたい」という方は多くいらっ
しゃることがわかりました。この結果をふまえ、役員・委員になることは、その責務を負担に感じてしま
うことが立候補を妨げる要因の一つと捉えました。

休⽌理由

立��者のみとした�果、2024年度2度の�員募�において��者はゼロ、下�理由から活動�⽌に�り
ました。

人員不足: PTA役員を自ら率先して引き受けてくださる方がおらず、活動を維持するための必要な人
員が確保できなくなりました。活動を継続するためには、活動を維持するための人員が必要であり、
その人員不足が活動休止の一番大きな要因です。

1.

活動方針の見直し: 過去の活動や方針の見直しを行った結果、PTAの存在意義や目標に沿った新しい
方針や取り組みが必要であると判断し、一時的な活動休止を経て、新たな方針や取り組みを検討する
ことが最重要課題ではないかと考えました。

2.

社会情勢の変化: 社会情勢の変化や学校コミュニティのニーズの変化、各家庭の個人的様々な事情を
鑑み、PTAの活動内容や方針が見直される必要が生じ、新たな方針や取り組みを検討が必要とされて
います。

3.

以上のようなことから、保谷中PTAでは活動休止にいたりましたことをご報告申し上げます。

3月吉日
保谷中PTA事務局


